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マフロン株式会社
のご紹介

- 1996年設立 パドヴァ大学のフッ素化学研究所との共同研究に基づき
フッ素化学メーカーとしてスタートしました。(the Fluorine Chemistry 
Laboratory of Padua University)

- マフロン社の科学技術はフッ素テロマー（Fluorotelomers）及びパーフ
ルオロアルキルアイオダイド（Perfluoroalkyliodide）に基づいています。

- 商品群：

フッ素ポリマー
フッ素系界面活性剤
 PTFEミクロパウダー フッ素添加剤



STATE OF THE ART 
CHEMICAL 
TECNOLOGIES
IN A GREEN
ENVIRONMENT



最先端の化学技術で
地球に優しい環境を

各団体の環境評価、品質管理関連の認定

責任 とは

マフロン社は製
造工程において、
徹底した管理の
元、PFOA/PFOS
を含む原料をし
ようしません。

マフロン社は
当社の責任あ
る製造管理推
進方針と合致
した根本的な
REACH規則に
則ります。

マフロン社の研
究開発部門は顧
客からの特異な
要求事項を満た
すため新しい
フッ化材料を常
に技術革新して
います。

マフロン社の
商品は幅広い
用途に対応し、
特定の異なっ
た事業分野毎
に分けられて
います。





フッ素系界面活性剤

・ マフロン社は最も要求事項の多い要望にもお応え
するために幅広いフッ素系界面活性剤を取り揃えて
います。その効果と最も最適なフッ素系界面活性剤
を選ぶことは製剤システムの溶解性の程度に依存し
ます。

フッ素系界面活性剤において、疎水性セグメント内
のすべての水素元素はフッ素で置換されています。

フッ素系界面活性剤は対照的な商品である炭化水素
系界面活性剤よりも高い表面活性力を持っています。
更に非常に低い添加量である20mN/m以下で水性シス
テムの表面張力を下げる事が可能です。





代表的な特性

油脂
防汚性

濡れ性と
拡散性の
改善

優れた
化学的・
熱的安定性

低い
表面張力

高い
表面活性

低い
臨界ミセル
濃度(CMC)





代表的な特性

フッ素系界面活性剤は非常に低い濃度、典型
的な添加量として0.05～0.2%で表面張力を下げ
る優れた性能を示します。この特性は製剤コ
スト全体を下げ且つ濡れ性能を改善します。

高い費用対効果





マフロン社の界面活性剤

フッ素系界面活性剤 “Hexafor”の商品群と特性

陰イオン性

・HEXAFOR641
・HEXAFOR612
・HEXAFOR691
・HEXAFOR679

非イオン性

・HEXAFOR678
・HEXAFOR678-D
・HEXAFOR670
・HEXAFOR678-W
・HEXAFOR676
・HEXAFOR675
・HEXAFOR672

重合体性

・HEXAFOR647
・HEXAFOR643
・HEXAFOR644
・HEXAFOR643-D
・HEXAFOR644-D
・HEXAFOR646





レベリングの改善、表面欠陥の低
減、 塊防止、光沢性改善

濡れ性、レベリング、再湿潤性、
表面防汚性を促進します。

顔料の拡散性、濡れ性、水性イン
クの耐水性を促進します。

浸透性、濡れ性、クリーニングパ
ウダーの機能を強化します。

乳化重合の乳化剤

界面活性剤の用途

塗料、コーティング剤

床用ワックス

インク

クリーナー

乳化剤

HEXAFOR 678-Dは欧州洗剤配合(EU648/2004)に求められた試験方法
OECD301に合格しています。





マフロン社の界面活性剤

ウィルヘル
ミープレート法

陰イオン性
マフロン社 フッ素系界面活性剤の表面張力





マフロン社の界面活性剤

非イオン性
マフロン社 フッ素系界面活性剤の表面張力

ウィルヘル
ミープレート法





フッ素系界面活性剤

サンプル作成1時間後ウェヘルミープレート法を実施、
各添加量別表面張力試験データ





マフロン社の界面活性剤

界面活性剤、パーフルオロアルキル鎖長、溶解性、温度、及び添
加濃度のイオン電荷に依存した平均表面張力を得るためには時間
を要します。





界面活性剤用途

PTFEシートと顔料を添加した樹脂との濡れ性は
HEXAFORフッ素系界面活性剤を使用し、マフロン社
内部テスト方法により評価を行いました。

グレード 濃度0.2%時
の表面張力

HEXAFOR
647

22.0

HEXAFOR
678

25.9

HEXAFOR
670

26.0

T.Q 27.9

炭化水素系
界面活性剤

27.0

水性顔料
添加樹脂

炭化水素系
界面活性剤
を用いた場
合

フッ素系界
面活性剤を
用いた場合





界面活性剤用途

グレード 濃度0.2%時
の表面張力

HEXAFOR
647

22.0

HEXAFOR
678

25.9

HEXAFOR
670

26.0

T.Q 27.9

炭化水素系
界面活性剤

27.0

フッ素系界面活性剤は有機系及び水系において最も効
果的な界面活性剤です。しかしながら、溶剤の元々の
表面張力が低い為、その効果は水系よりも溶剤系の方
がより小さくなります。

溶剤系顔料
添加樹脂

炭化水素系
界面活性剤
を用いた場
合

フッ素系界
面活性剤を
用いた場合





界面活性剤用途

フッ素系界面活性剤 (HEXAFOR 678, HEXAFOR 678-W)は
揮発性有機化合物を含まない(VOC Free)エポシキ樹脂の
へこみ、フィッシュアイ、ピンホール、ゆず肌現象等の
被膜欠陥を改善するために添加剤としても使用されます。
この用途への代表的な添加量は0.1～0.2%です。

界面活性剤無し フッ素系界面活性剤あり





界面活性剤用途

ロスマイルス法
フォームアナライザー
ASTM1173準拠

フッ素系界面活性剤は、その起泡力で大き
く異なり、発泡レベルをコントロールする
事が可能です。

Vol. [ml] 0分 Vol. [ml] 5分

HEXAFOR624 641 641

PH10 324 324

HEXAFOR678 412 295

HEXAFOR647 86 14

HEXAFOR670 261 240

HEXAFOR478 49 29





界面活性剤用途

HEXAFOR 678 1.00% 0.10% 0.05% 0.01%
中性溶液 17.7 17.9 18.5 24.1
塩酸水溶液
pH2 17.7 18 18.6 23.5
硫酸水溶液
pH2 17 17.9 17.8 23.2
硝酸水溶液
pH2 17.5 17.4 17.9 22.4
リン酸水溶液
pH2 17.2 17.4 17.8 22

HEXAFOR 678は酸性pH2の次の溶液の中で評価
を行いました。塩酸、硝酸、硫酸、リン酸。
表面張力は3日後に評価し、商品の有効性を確
認しました。





新商品 Hexafor 676
非イオン系 界面活性剤 (洗剤用)





ペルフルオロオクタン酸 (PFOA)
(Perfluorooctanoic Acid)

環境方針

出所

フッ素ポリマー、電解鍍金、半導体、消火剤等といった、異なった産業分野にお
いて界面活性剤として何十年も使用されてきました。

意図しない副産物として電解フッ素化(ECF: Simons Electro-Chemical Fluorination)及
びテロマー物質が生まれた。

[F(CF2)8-]鎖を持ったテロマー物質はPFOAを作り出す可能性のある源泉かもしれ
ません。

懸念
PFOAは環境において何処でも発見されます、又、持続する地球環境汚染物質とし
て考えられています。

PFOAは(生物学的に)分解されません。

PFOAは(動物試験において)毒性であることが報告されています。

PFOAは人の血液中に発見され、非常に遅い排除特性から懸念が提起されています。





マフロン社の姿勢

• マフロン社は製造工程においてPFOA(パーフルオ
ロオクタン酸)とPFOS(パーフルオロオクタンスル
ホン酸)のいずれも使用しません。すべての商品群
においてPFOSを含有していません。

• PFOAは重合工程と界面活性剤において極めて微
量の不純物として存在するかもしれません。それ
らの検出量は危険要因ではありません。

• HEXAFORシリーズの商品はPFOAフリーです。*

• 炭素数８(C8)を持つ化学の更なる不純物低減は継
続的に取り組んでいます。

• 新たにC6-C4化学を立ち上げています。

* = 現在の分析限界値以下(LOD)





Lineplus VS HEXAFOR

旧来のフルオロカーボン製品は
主にC8のフロロテロマー化学で
構成されており、防水、防油、
防土及び湿潤剤として高い機能
を発揮してきました。
• PFOAの含有量を削減したC8
化学の精製技術

• フルオロテロマー副産物の量
を削減する技術

新しいHEXAFORシリーズはC6のフ
ルオロテロマー化学に基づき高い
機能性を持った素晴らしい効果を
発揮します。

• C6に基づいたフルオロテロマー
は生体内蓄積しません。

• C6化学はC8残渣、即ちPFOAに
なりません。

• 製品は全体的に高い純度を保持
しています。





米国環境保護庁(US EPA)
の取り組み

米国 環境保護庁
2010/2015 スチュアートシップ プログラム

• 自主的な企業コミットメントとして、2000年を基準
として2010年までに次の2点において95%の削減を達
成します：
PFOA、PFOA前駆体化学薬品、及び関係する高度に
近似する物質の施設からの排出。
PFOA、PFOA前駆体、及び関係する高度に近似する
物質を含む製品。

• 2015年までに、施設からの排出と製品においてPFOA、
PFOA前駆体、及び関係する高度に近似する物質の撤
廃に向けた取り組みを約束します。





米国環境保護庁(US EPA)
の取り組み

長鎖を持つフッ素化合物(PFCs) (炭素数が8以上の化学)
に対する米国環境保護庁の行動計画

• 輸入を含む製造、プロセス、及びこれらの化学物質
を使用する事の禁止あるいは制限をするために2012
年に米国有害物質規制法(Toxic Substances Control
Act: TSCA)の規則制定検討の開始

• 長鎖フッ素化合物の排出及び製品からの撤廃に向け
た2010/2015 FPOAスチュワードシッププログラム
の継続

• 米国環境保護庁の新化学プログラム下での代替物質
の評価継続





EU委員会の取り組み

現在、PFOAに対する更なる制約は求められていません。

• EUリスク分析は重合及び前駆体に起因するフルオロテロマー
に対し力を入れていません。

• リスク分析は≪直接使用≫と≪間接使用≫の区別として：
- ≪直接使用≫:フルオロポリマー産業において加工助剤とし

て使用する事
- ≪間接使用≫:フルオロテロマー産業において加工助剤とし

て使用する事

• 欧州委員会はPFOAの直接使用とそれに関連する化合物の直接
使用の完全撤廃期限を2015年にすることを検討しました。(米
国環境保護庁のスチュワードシッププログラム参照)

• PFOAスチュワードシッププログラムはOECD(経済協力開発機
構)により発行された際には全世界を対象とするでしょう。



マフロン社グループ企業は、イタリアを本社に、ルーマニア、米国、イン
ド、中国に製造拠点を構え、欧米諸国、台湾、中国、インドと市場を展開
しており、フッ素ポリマー、フッ素化学商品を併せ、年間で5,000トン以上
を生産してます。商品開発においては、イタリアの大学研究機関と連携の
中で進めています。
又、環境対策としての取り組みも積極的に進めています。
当社 ミッション・ベクトル・パートナーズでは高い技術力を備えた マフ
ロン社と提携し、日本のお客様に競争力を提供できるよう努めます。

お問合せ先：
株式会社 ミッション・ベクトル・パートナーズ
☎ 092-473-2012
担当者： 藤(トウ) 孝太郎 (kotaro-to@missionvp.co.jp)
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